
は じめに

一知 的な ものへ の魅 惑た めに

現代 は,「 学び」の崩壊 と再生の時代であ る.

ゆ と り教育の まっただなか に育 った学部新入生 を見てい ると,素 直 でのびのび とした

言動 に今風の若者 らしさを感ず る反面,彼 らに講義 を してみ ると生物学 の基本す ら学び

終 えていない知識 の頼 りな さが,あ りあ りとかい ま見える.従 って大学生 とは言 え ども,

低学年 では まず この学部 教育 に必要 とされ る知識 とのギャ ップの大 き さを埋 める作業 か

らス ター トせ ねばな らない.

知 的な ものへ の 「魅 惑」 を感ず るよ うにな るには,知 的体系の初期 の部分 の 「たた き

込み 」(一 般 に丸暗記 とい う言葉が使 われ る)に よってス ター トす る しか到達す る方法 が

ないのであ るが,ゆ と り世 代 とは,い わば この 「丸暗記」 を忌避 して きた,と しか思 え

ない集 団なので ある.看 護 学部の初期教 育を担 当す る教員 は学 生の知的作業 の 「再 生」

か らスター トせ ねばな らないのであ る.

ネ ッ トに情報 を公 開す る ことは名 もな き多 くの人達(マ ス)に 対 して需要 を喚起す る可

能性 があ る,と い うことであ る.本 プ ロジェ ク トが 「オー プ ン」 と 「バー チャル 」 とい

う二つ の受講形態 を持 ち,参 加 を希望す る方 達 にそ の うちの どち らも選択可能 と したの

は,こ の後者の 「バー チ ャル」 に密 かな起爆材 を仕込み たかったか らである.そ れ は何

か,と 言 えば複線化 した看護 教育課程 を終 えて社会人 となった看護 職 の方達 には,こ の

「知 的な ものへ の魅 惑」を体感 しないまま職業人 として働 き始 めてい る方 が多い,と 思わ

れ るか らであ る.

医学部 ではすべ ての学生 が6年 の年月 をか けて手厚 く教育 され て卒業す るが,そ れ で

も 「知的な ものへの魅 惑」を実感す るこ とな く,テ クニカル に国家試験 に合格 して資格 を

得てい る学生 も少 な くない,と 思われ る.ま してや看護 の教育は本学の よ うな4年 制大

学の数 が急増 してきた とは言 え,い まだ専門学校 において教育 を受 けている方 のほ うが数

も多い(今 年 の卒業生 で,大 卒 の約3倍).単 に併存 してい るばか りか,基 本資格 にも准

看護師資格 があ り,そ の資格 で働 いている方 も無視 で きない.こ れ らの方達に 「気後れ」

な しにこのバー チャル に構築 され た講義 を受 講す ることで,大 学教育 の魅力 を実現 して頂

きたい,と 願 ってや まない.そ してその うちのわず かな方にで も,こ の 「知的 なものへ の

魅惑」 を感 じて頂 けれ ば,と 心か ら願 ってい る.

3年 目を迎 えた本 プ ロジェ ク トはい よい よ本番で ある.
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